
第８回「新エネルギー促進検討会」　名古屋ｉｎ
モノづくり集積・中部と新エネルギー

司会ごあいさつ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
統
括
主
幹
渡
辺
重
信
氏

課
題
乗
り
越
え
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
２
０
１
２
年
７
月
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の

固
定
価
格
買
取
制
度

Ｆ
Ｉ
Ｔ

導
入
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
巻
く
世
界
は
激
変
し
て
い
る
。
太
陽
電
池

が
約
１
年
間
で
約
３
４
０
万

が
導
入
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
風
力
、
地
熱
な
ど
も
導
入
の
加
速
化
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
高
い
発
電
コ
ス
ト
や
出
力
の

不
安
定
さ
、
整
備
す
べ
き
イ
ン
フ
ラ
、
立
ち
は
だ
か
る

各
種
規
制
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
の
開
発
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
愛
知
県
は
、
日
本
で
工
業
出
荷
額
が
最
も
高
く
、
愛

知
県
を
軸
と
す
る
こ
こ
中
部
圏
に
は
技
術
力
が
非
常
に

高
い
企
業
が
集
積
し
て
い
る
。
そ
ん
な
産
業
集
積
を
形

成
す
る
企
業
や
大
学
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
け
ば
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
中

部
圏
の
地
域
活
性
化
を
も
た
ら
す
と
思
う
。

２
０
１
５
年
に
向
け
て
動
き
出
し
た
水
素
燃
料
電
池
自
動
車
と
水
素
イ
ン
フ
ラ
―
そ
の
進
捗
と
課
題

ト
ヨ
タ
自
動
車
技
術
統
括
部
主
査
広
瀬
雄
彦
氏

パネルディスカッションでは活発な質疑応答が行われた
（名古屋で開かれた「第８回新エネルギー促進検討会」）

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

、
三
菱
総
合
研

究
所
と
の
共
催
で
、
昨
年

月
、
名
古
屋
市
東
区
の
日
刊
工
業
新
聞
社
名
古
屋
支
社
で
「
第
８
回
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
促
進
検
討
会
　ｉ
ｎ
　名
古
屋

モ
ノ
づ
く
り
集
積
・
中
部
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
開
い
た
。
自
動

車
や
機
械
産
業
な
ど
が
集
積
す
る
中
部
地
域
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ
し
た
い
企
業
は

少
な
く
な
い
。
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

や
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
燃
料
な
ど
に
か
か
わ
る
第
一
線
の
研

究
・
技
術
者
ら
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
動
向
と
今
後
の
可
能
性

微
細
藻
類
に
よ
る
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産

デ
ン
ソ
ー
機
能
材
料
研
究
部
　
　
バ
イ
オ
材
料
研
究
室
長
福
田
裕
章
氏

次世代車普及へコスト低減に全力遺伝子研究油分の生産性向上

　
当
社
は
２
０
１
５
年
に
も
、
水
素

を
使
う
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

の

セ
ダ
ン
タ
イ
プ
を
４
大
都
市
圏
で
発

売
す
べ
く
、
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
走
り
は
静
か
で
ス
ム

ー
ズ
で
あ
り
、
加
速
感
も
大
変
良
い

の
で
魅
力
的
。
実
用
航
続
距
離
は
５

０
０

以
上
、
水
素
の
充
填
時

じ
ゅ
う
て
ん

間
も
約
３
分
と
使
い
勝
手
が
良
く
、

走
行
中
に
排
出
さ
れ
る
の
は
水
の
み

で
、
さ
ら
に
非
常
時
に
電
源
供
給
で

き
る
の
も
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
特
徴
だ
。

　
次
世
代
環
境
対
応
車
は
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
る
。
普
及
に
は
低
価
格
化
が
重
要

で
、
コ
ス
ト
低
減
に
は
全
力
を
注
い

で
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
部
品
や
駆
動
部

分
は
、
Ｈ
Ｖ
の
部
品
と
多
く
を
共
用

で
き
る
。
発
売
か
ら

年
、
累
計
３

０
０
万
台
を
超
え
る
実
績
を
持
つ
Ｈ

Ｖ
「
プ
リ
ウ
ス
」
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や

モ
ー
タ
ー
を
活
用
す
る
。
心
臓
部
分

の
燃
料
電
池
は
新
し
い
も
の
の
、
信

頼
性
あ
る
車
を
提
供
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
当
社
は
、
将
来
的
に
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
が

Ｅ
Ｖ
よ
り
ず
っ
と
安
く
な
る
と
考
え

て
い
る
。
水
素
を
使
う
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
燃

料
の
製
造
か
ら
駆
動
に
及
ぶ
総
合
効

率

国
内
の
場
合
、ト
ヨ
タ
の
試
算

が
、天
然
ガ
ス
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
で
Ｅ
Ｖ
の
約
１
・
３
倍
。
当
社

は
昨
年
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
車
両
効
率
で

％
に
め
ど
を
つ
け
、
さ
ら
に
向
上
さ

せ
た
。
燃
費
は
未
公
表
だ
が
、
水
素

の
価
格
が
国
の
目
標
あ
た
り
に
な
れ

ば
、
Ｈ
Ｖ
な
ど
よ
り
も
走
行
距
離
あ

た
り
の
コ
ス
ト
で
も
優
位
に
な
る
。

　
国
内
で
の
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
や
関
連

技
術
の
開
発
、
そ
し
て
蓄
圧
タ
ン
ク

構
造
や
材
質
、
耐
圧
な
ど
の
基
準
と

い
っ
た
規
制
の
見
直
し
が
必
要
。
国

で
は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

年
に

１
０
０
カ
所
、

年
に
は
５
０
０
０

カ
所
整
備
す
る
計
画
を
持
つ
。
そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

自
動
車
、
産
業
ガ
ス
な
ど
関
連
企
業

と
の
官
民
連
携
の
加
速
が
欠
か
せ
な

い
。
ま
た
、
貯
蔵
で
き
る
ク
リ
ー
ン

な
２
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
素
に

つ
い
て
は
、
幅
広
い
活
用
方
法
が
議

論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
普
及
も
車
両

の
普
及
を
後
押
し
す
る
と
考
え
て
い

る
。

　
当
社
は
愛
知
県
西
尾
市
の
プ
ラ
ン

ト
で
、
微
細
藻
類
を
原
料
と
す
る
バ

イ
オ
燃
料
の
生
産
に
向
け
て
研
究
開

発
を
進
め
て
い
る
。
「
シ
ュ
ー
ド
コ

リ
シ
ス
チ
ス
」
と
い
う
名
前
の
微
細

藻
類
に
近
縁
で
、
増
殖
の
温
度
領
域

が

度
Ｃ
か
ら

度
Ｃ
の
間
と
広

く
、
油
含
量
も
屋
外
培
養
で

％
を

超
え
る
株
を
京
都
大
学
大
学
院
の
宮

下
英
明
教
授
と
共
同
で
、
農
林
水
産

省
の
委
託
研
究
成
果
と
し
て
新
た
に

取
得
し
て
い
る
。
他
の
生
物
の
侵
入

と
い
っ
た
リ
ス
ク
に
も
強
い
の
が
特

徴
だ
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
微
細
藻
類
を

用
い
る
こ
と
は
、
植
物
と
違
い
栽
培

に
不
適
な
土
地
で
も
増
殖
さ
せ
ら

れ
、食
料
向
け
と
競
合
し
な
い
、森
林

破
壊
に
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
の
利
点

が
あ
る
。
最
も
需
要
が
多
い
の
は
航

空
機
向
け
バ
イ
オ
燃
料
。
航
空
業
界

は
市
場
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
削
減

要
請
か
ら
年
平
均
約
１
・
５
％
の
燃

費
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
将

来
、
燃
料
の
約

％
を
バ
イ
オ
燃
料

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
当
社

の
技
術
で
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

　
現
在
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
二
つ
の
事

業
を
受
託
し
て
い
る
。
一
つ
は
中
央

大
学
の
原
山
重
明
教
授
と
行
う
、
生

産
性
の
高
い
藻
の
育
種
に
関
す
る
も

の
で
、も
う
一
つ
は
ク
ボ
タ
、出
光
興

産
を
加
え
た
４
者
で
培
養
以
降
の
燃

料
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

の
開
発
だ
。
当
社
は
培
養
の
コ
ス
ト

を
抑
え
る
た
め
、水
道
代
、電
気
代
、

人
件
費
な
ど
の
低
減
に
取
り
組
む
。

　
さ
ら
に
効
率
良
く
低
コ
ス
ト
に
生

産
す
る
た
め
、
有
用
な
形
質
を
一
つ

の
細
胞
に
集
積
す
る
育
種
技
術
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
油
分
の
生
産

性
向
上
を
抑
制
す
る
い
く
つ
か
の
遺

伝
子
の
働
き
を
止
め
る
こ
と
を
検
討

中
。
有
用
な
形
質
を
集
積
し
た
細
胞

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
体
に
な
ら
な

い
も
の
を
目
指
す
。

　
バ
イ
オ
燃
料
製
造
で
欠
か
せ
な
い

の
が
、
増
殖
に
必
要
な
Ｃ
Ｏ
２
。
火

力
発
電
な
ど
で
発
生
す
る
高
濃
度
の

Ｃ
Ｏ
２
を
微
細
藻
類
の
培
養
に
使
う

必
要
が
あ
る
。
将
来
は
「
Ｃ
Ｏ
２
の

循
環
モ
デ
ル
」
を
考
え
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
と
微
細
藻
類
に
よ
る
バ

イ
オ
燃
料
生
産
を
併
用
し
た
シ
ス
テ

ム
も
検
討
し
た
い
。

三
菱
総
合
研
究
所
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
主
席
研
究
員
　
　
　
　
小
島
浩
司
氏

普及・拡大へシステム構築カギ 低コスト・高信頼化３００兆円産業へ

我
が
国
に
お
け
る
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
の
現
状
と
将
来
展
望

豊
田
工
業
大
学
特
任
教
授
　
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
長
山
口
真
史
氏

　
３
・

以
降
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
活
発
で
、
国
は
２
０

３
０
年
に
日
本
の
総
電
力
の
１
割
を

太
陽
光
で
賄
う
こ
と
を
努
力
目
標
に

掲
げ
る
。
年
率

％
で
伸
ば
せ
ば
達

成
す
る
が
、

年
は
か
な
り
伸
び
た

た
め

年
ご
ろ
に
達
成
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
都
道
府
県
別
で
２
０
１
２
年
の
設

備
導
入
件
数
を
み
る
と
、
地
域
経
済

が
手
堅
い
せ
い
か
愛
知
県
が
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国

は
、
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
翌

年
の
１
９
７
４
年
に
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
計
画
」
を
開
始
し
て
以
来
、
太
陽

電
池
の
研
究
開
発
に
約

年
の
歴
史

を
持
っ
て
い
る
。

　
太
陽
光
は
数
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
で
一
番
高
い
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
持
つ
が
、
天
候
や
時
間
に
左

右
さ
れ
て
出
力
が
不
安
定
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
る
。
技
術
革
新
を
進
め

る
べ
く
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
「
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
次
世
代
高
性
能
技
術

開
発
」
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
の

１

時
あ
た
り

円
と
い
う
発
電

コ
ス
ト
を
２
０
２
０
年
に

円
に

し
、

年
ま
で
に
は
７
円
に
す
る
計

画
。
将
来
、
原
子
力
や
火
力
と
同
等

の
コ
ス
ト
が
達
成
で
き
る
と
思
う
。

　
私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
太
陽

電
池
お
よ
び
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
同
部
材

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

て
お
り
、
当
大
学
に
は
結
晶
シ
リ
コ

ン
型
の
「
太
陽
電
池
研
究
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
置
く
。
シ
ャ
ー
プ
や

京
セ
ラ
、
三
菱
電
機
、
コ
マ
ツ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
な
ど
の
参
画
企
業
が
開
発
成
果
を

持
ち
込
み
、
技
術
の
良
し
あ
し
を
判

定
し
て
い
る
。
一
方
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

支
援
の
も
と
、
欧
州
の
関
係
機
関
と

の
間
で
「
集
光
型
太
陽
光
発
電
共
同

研
究
開
発
」
を
進
め
て
い
る
。
集
光

型
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
世
界
最
高
の
変
換

効
率

％
を
目
指
し
、
す
で
に
近
い

数
値
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
。

　
太
陽
光
発
電
産
業
は
将
来
３
０
０

兆
円
を
超
す
産
業
に
な
る
と
予
測
さ

れ
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
シ
ス
テ
ム
と

も
に
高
性
能
化
や
低
コ
ス
ト
、
高
信

頼
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム

の
普
及
拡
大
と
幅
広
い
産
業
分
野
へ

の
経
済
波
及
を
図
り
た
い
。
世
界
で

主
導
権
を
握
る
べ
く
、
多
様
な
企
業

の
参
入
に
よ
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
電
源

の
多
様
化
、
石
油
依
存
度
の
低
減
と

い
っ
た
観
点
か
ら
大
き
く
注
目
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
食
料
向
け
と
の
競

合
や
生
物
多
様
性
と
い
っ
た
持
続
可

能
性
の
問
題
な
ど
か
ら
、
他
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
べ
た
難
し
さ

が
あ
り
、
導
入
が
や
や
進
み
に
く
い

状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

貯
蔵
可
能
で
安
定
的
な
側
面
を
持
つ

重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
違
い
な

く
、
そ
の
特
徴
や
取
り
巻
く
状
況
を

よ
く
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
２
０

３
５
年
の
世
界
需
要
が
、

年
実
績

の
１
・
４
倍
に
成
長
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
発
電
と
熱
利
用
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
し
、
バ
イ
オ
燃
料
な
ど
も
あ

る
。
欧
州
で
は
、
地
産
地
消
型
の
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

な
ど
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
熱
利
用
が
な
か
な
か
普
及

し
な
い
で
い
る
。

　
一
方
、
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
立
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で
、
非

常
時
に
有
効
と
い
え
る
。
こ
こ
中
部

圏
で
は
安
全
安
心
で
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

熱
利
用
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で

取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
現
時
点
で

経
済
的
課
題
も
あ
る
が
、
政
策
支
援

で
少
し
ず
つ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る

一
方
、
関
係
業
界
は
原
料
の
集
荷
や

輸
送
な
ど
の
面
で
コ
ス
ト
低
減
に
取

り
組
む
こ
と
も
重
要
だ
。
バ
イ
オ
マ

ス
で
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削

減
や
環
境
配
慮
な
ど
を
踏
ま
え
、
生

産
か
ら
利
用
に
お
け
る
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

Ｌ

Ｃ
Ａ

を
重
視
す
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　
そ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
は
、

関
連
す
る
個
別
の
要
素
技
術
を
研
ぎ

澄
ま
す
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
全
体

と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
構
築
す

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。
各
要

素
技
術
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

が
で
き
れ
ば
、
自
動
車
や
住
宅
な

ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
す
る
関
連
製
品
の
新
し
い
あ
り
方

な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １月１６日 木曜日 　　


